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「火車 (huoche)J考-中国における
近代訳語の形成についての一考察
阿)1 修
1 はじめに
で、 rLocomotive、Steam-caげ iage、Train(1ヨ ??」?
たる。以下、この意味・で使う場合は(汽車〉と表記する)Jの訳語が、 rjコ閣で
のどのように誕生・定着したか、その過程を考察する。近年、日本語研究者や
中j翠語研究者による、日中の近代訳語(近代ヨーロッパの事物、概念、制度の
に関する研究はめさましい進展を遂げている筆者は本穣で、その成
果に屋上j震をすつもりはないの中i盟諸の訳語「火輪車 (huol加che)、火司王
(huoche)Jの形成過程には、従来の研究であまり注目されて来なかった重要な
点が含まれていると考えるからであるつ長j)ち、!~コ簡における訳語の形成過程iこ
}j~きが影斡iを与えている点である。
そこで、まず中i廷における fLocomotive、、 TraiHJの訳語
の形成過穏を検証することとするつ
2 中留における fLocomotive、Steam-carrIage、TrainJの訳語の形成過程
( 1 )中間における
グれける中国語による西洋事情の紹介は、その初期、プロテスタント系
従って〈汽車〉の訳語は、まず彼ら宣教師たちの著し
出てくる可能性が非常に高い。そこで、その訳語をこれ
らの文献で競査したところ(2) f火蒸車j、f火輪車j、f火車ム f火煙車ム「汽車j
の五つの訳語を確認した。また、用伊jを調べるだけでは、訳語の変遷、正確な
定着j支は雄定できない。可n寺使われていた英華英辞典にはその当時の中国
誌の状況をH3汚正確に反映ーしたものと考えてよい。ぅ!そこで、当時出版されて
いた、英輩・事英辞典、その大半が来華宣教師の編纂になるが、を調査した。(.ji
その結果、 f火輪車j、「火車j、f火捷事j、f気車:(汽車)Jの!おつの訳語を確認
した。
まず、文献1こ載る訳語を見ていくと、その中で最も早い!時期に創出された訳
(31) 
雑誌 f東関洋考釘~)ヲ統記伝 (1833"'-35年、広州、 1837~ 8年、シンガ
ポー ノレUの道光十五 (1835J年六月号に載った(汽車〉紹介の;文の題名で、あり、
また文i中にも克える f火蒸車j である。
故}羽火蒸司王、民J推蒸其車之輪、 I等火蒸機、締車興、載幾千主1:1.荷、((ji那火
蒸東 I~! 然技;之。 二1寺之問、諾車走，・百三十恩;稿。〔著者注誌は蒸気、火
蒸機は蒸気機関、車輿は車問、 t立は牽くの意〕
(f火蒸車J(~東西洋考毎月絞記伝J 中華書j詰影印本第 185 底、 1997 1:サ
道光十五(1835J年六月)
この f火蒸車Jは今Ijilの文献調査で、見つかった最も早い訳語で、あるが、これ
を中国語で、最初の訳語で、あるとは断定できないのただし、この訳語は遅くとも
1835年には誕生しており、世界初の鉄道が開通したのが 1825年(イギリスの
ストックトン・ダーリントン1司)であることと考え合わせれば、これがl判詞に
おける掻めて早い時期の訳詩とは考えられる。この詰は以後の文献、
見えず、消えていった。
f火蒸車j に六年遅れて、訳語「火捜車J(.5)が、林良Ij徐がマレー (Marrおy
Hugh) の『万i雪地理大全 (TheEncyclopedia of GeographyUに基づいて編訳
させた了思昔、H志~ (1841 'q三)に登場する。この諾は、『淘:1玄Il強志~ -1一巻本 (1842
年)、六十巻本 [1847年〕、百巻本[1852年J) に引用されたために、後に
典糞選集成~ (日longSu K j ng (黄少現〕、 1895年)の f英語撮要(
拍 車類J;こ載るが、子海倒的志J以後訳語としては消えていっ
( 2) r火輪車j、r;)(]I[jの登場
文献に見える四つの訳語の内、 f火蒸車j、f火煙車j の二諾については、既
に述べたように誕生してすぐに消えてしまった。それでは、残りの f火輪車J、
今日、訳語として通行している f火司王j I立、いつ頃から文献に議場するのかと
この二つの訳語は遅くとも共に宣教師ブリッジ、マン(伸治文 E.C. Br i dgeman) 
の地理審『美理署:合省国志1制 (1838~三)仰に見える。
陵地之車j有馬1!Il12I、或五、六!在、或一、二匹、日行六七百虫、英外吏有
本室、堆以火力旋i輪、 iヨ可行千絵里。
(~美理寄:合省国志 i略~ (王錫棋、王錫初輯『小ブゴ最斎輿地叢紗再補綴J
十二帳fflJ反〕第五葉表、『海国!習志~ [8巻本〕巻六十二、第十二葉裏に引 H~)
又有作煙櫨之所。其;理機在車良IJ云本j皇室。在船員iJ火輸出立。 s:ヒ皆頼水蒸之
力。〔煙権は蒸気機関、水蒸は蒸気の意〕
(言Íj掲警第六葉裏、『海!君 IZ]志~ [六十巻本〕巻i羽十、第二十三葉裏に引用)
(32J 
さて、この訳議 f火4~Ìì存在 j と f火司王j は、慨に述べたように、最も 1手く見え
るのが IY:fJ じ文献 (W築均貯合省国志111接~)であるために、本来別々にできた
なのか、それとも f火司王j が「火輪車j の単なる省略形なのか、ここ…カ所だ
けの資料で判断することはできない。そこで、近接する時期の;文献で、この鼻
つの訳語が併存した丹羽列を探してみると、 二年後刊行された宣教師カール・ギ
ュッツラブ (KarlGützl の『貿易通忘~ (1840 {I三)にもあるつただこの場
じ段搭に併存する用例であるつ ~11 ち
火;機所Jj袋、不湖舟、又省本強皇、車傍挿鍛管、煮水r.E蒸fiJl始、其後援縛
敬司王、皆被本藍投動、毎ザ小I寺走!m十鈴製。〔火機は蒸気エンジンの意〕
(W貿易通志~ (1840年) [王錫棋、王錫秘輯『小}j最斎輿地叢紗再補綴』
|一二1向者収〕第三葉表、f海j認i沼志Jl(六一1"巻本〕巻五十二、第 1-三葉表に引用)
この『貿易通志』の用例を見るi渡り、先に挙げた『美;堤詔:合省j主!志m多』の用
例とi制約こJ火輪京j と f火司王j には特段に意味の違いはなくJ火車j は f火
輪車:Jの省I名形と考えてよさそうである。ただこの点を断定するには、これ以
降のj判例調査の結果を分析し、併せて英華・恭英字典に載る訳語の検討結果と
突き合わせ検証する必要がある。
そこで、これから、 f貿易通志J以隣の「火輪車ムリく車j の J~行列を示す。
それらの}制的立来事宣教i郊の著作のみならず、中!~人の海外旅行記、自記や書
簡からも採ったっその用例調査の結果と、英華・華英辞典の訳語とを対照して、
f火輪車;から、現窓訳語として通行している f火車j へどのように移ってい
ったか、また併せて上記の二つ訳語の関係も検討する。
f)く輪車j、?火車j の用例調査の結果を次に示すっ紙躍の関係から調査
した全ての用例をここに示すことはできないので、年月日 Jl境に、同一文献で:玄
関じタイプの用例を一つに!渡り示す。省略した}fj例数は引用文献の最後に注記
することとする。 (7)
①磁之内、凡運載貨物、-一。又存率i盤室、中司イ主千人、一時能行百八十
故関内多造餓ijiJ重敏之路〔鍛磁離之路は線路の意Jo (緯理哲〔ウェイ、
1<. Q. ¥Vay J W地球図説Jl(1848年) i合衆国Ig]説j第四十五葉裏、宮城県図
書館伊達文庫所蔵本f海i翠@志J巻六十一 f外大臨洋J r弥平Ij堅 I~総記中j
第二葉裏に引用)
②地有鍛路、潟司王興本盤亙並H30 本j金主行甚速、毎日可三田古里。
(徐継禽『議環志1塔Jl(1848 年〕巻七けと控室塁手ljJJIJ 米手lj~合衆臨j 第十九築表、
他に 2伊jある)
(33) 
。甚査さ強行於餓路宥亦有。
(w智 1業幹蒙勢諜~年] i第-1:3 P9 線 道路鉄路論J[内 j到底~i'l'、
沈i珂!或編『近代啓蒙の足踏ijJ第 250賀、関西大学出版会、 2002年J)
@既有本塁織i格及諸般i擁護之]1王、員Ij}務不須労子負、人不須労子行突s
機器論J [W近代砕蒙の足踏;~第 241 真)) 
、造本強堅持品。路通1Wlf之j曲、多j初演汁J似た、
四通八達、以手IJ点強藍之行。(慕維厳〔ミュアヘッド、四.MuirheaclJ ~""j諮問
(1853年〕巻之1mr米手IJ議合衆音I)J第十一葉袋、東洋文庫j針路安政
六年和亥IJ本、他iこ1fJiJある)
⑤民人往来、初以火輪車火輪船、尚;jミ造作、遠近多用鳥取り・・・若途j也、良IJ
皆)有本盤皇火輪船、 多出っ(樟斑i哲〔ウェイJW地球説11洛~ (1856 fl三}
九葉表、内閣文庫!芥j践本、他に 1{:列ある)
ぐち近来獄中、又有火車之製、特造大路、-一本宣之式、前車:燃火、次東戦煤、
以致数十車、 j鰭便増減、皆可聯f言。 其間載貨載入、迅。
(ブリッジマン『大築!蹄~;I~忘 111各~ (W美空芸評合省i主J，志10各J改訂版Jjて巻 第
十三葉表 嬰海書館、 1861年、内i顎文!君主所蔵本)
ミ会上火輪車、 北行少問、 四百五十里、 午刻ヨ査ミIS附i吋可4う来;荘芝二之L官i切!冴汚牙:海:1口:J九つ {印IS仲l
明はまアレキササ喝ンドリアの意] (張徳季脅磯李孝ユ『向品1U海毎述奇~ (汀『志走声!向i古向}可Ji批jガ立1土:界叢書l、溺湖H伴病卒菊j 
人民出!版援社、 1981年〕問治五年三月 i一二時 [1866年4-J3 26 1:3)の条、第
32頁、他;こ 18例ある)
@-{良自関i茶碗輿火車;務、良IJ高i器蹄{犬、:ミ草区、皆賜躍。(1;1長J演は炭坑] (1872 
年 10 月 12 日 f復了雨生中丞 CW李文忠公全集~ rH)H奈i蒋稿j 巻十てJ)
ミ主主主開行 日乍議主盤室開行之第一日、五票，!i鏡I寺、
百五十余鈴人っ (W 時五報~ 1876 i~三 7 Ji 1 rJ 中
訟・上海開〕開通を報じる記事、以後暫く鉄道の記事:が続き、 f火輪車j、f火
事jが{井用される事が多いが、 f火車j の方の頻度が高い)
。率三塁{袋入 江湾歪呉滋之本主路経造成。不過有数史尚;未舗石子。然本
車dJ¥可往来。(前掲書 1876i:J三8月4Jヨ)
⑫次早、乗本主人間京、・ ..0 (西京は京都〕
( {可女Jr!章 W{吏東述IH各~ 1877年、子早期日本遊記五碍』第 55真、湖南人民出
版社、 1983年、{也に 1例ある)
⑬i主大阪一百三十竪至間京、倶存海夜、本強杢可通。
(李篠関 f 日本紀遊~ 1880年、『早期日本遊記五種J第百2賞、湖南人民出
(34，) 
版社、 19831EI三、他に 1例ある)
⑪ i九十11'1}:'î釆火 J~宅宝j;芝、及哲京住;街、皆須!段!撮っ 〔験H夜は
Ji様J第例皮、{也に4例ある)
⑬ υ¥);3)初七H [1886 ~~三 9 J3 1 fi)、 r9P
『三針。HH 記~ 1906 年、 ~I~f: j青海外筆記選~第 135 真、 111j: j羊出版社、
1983年)
@光緒!一一:句 i…-1:3 [1887年 1Fl 25 U)欲税制L1史、
〔火車桟は駅〕
『遊i禁H本余紀J1887年、『早期日 五瀦J第 128真、断街
人民出版社、 19831:三、他に 14f9"iJある)
⑪日本本長r(ij外子有馬車、入力車~lJ中間入所謂東洋車者是今
~Iヨ本!諸経~ (1 889 年〕巻十五、~1I}'f: t青東遊日記議編J 第 252
L梅際社:U坂社、 2003年)
⑬十八日来火車赴東京の
(黄}義援『東遊 I:j 記~]893 年、『早期日本遊記:1i撮J第 232 真、湖南人民出販制:、
1983年、他に 5f5ilJある)
~~(1897 年)ソヲ十有問 焚卯 i塗っ i苛(沈)韻檎兄乗車笠紫材、登/J、火輪車、
(三月) -ト;日辛亥 胃携{業本i皇室往塘泊。
第 1- 五巻、第 1211~、詩lri工教育出版社、 1998
この月~{ylj調査の結果からは、次のことが言えよう《まずげく輪車ムリく
したことだっこれはこの二語が載る、上記の f美理需:合省関
『地球!諸説J の該)~筒 I'JTが、多くの読者を得た f海国窓ji志J
、60巻本 (1847年;、 100巻本 (1852年J);こ引用されてい
たからであろうで次;こ① (1848年)から③(1866年)までの用例は、④の『智
(1852 {町、⑦の『大美l静 ~;I~志 III各J が「火車j だけである以外は
全て f火輪車j である。そもそも『大美聯邦志ul各Jはよ述の、「火車j の用例
がある『美理許合省国忠I各』の改訂円反であるから、 f火車」がI::l:¥てくるのは当
然で、 fむの用例と I?{男りする必要がある。つまり、『美理萄:合省i認志略J以降の
文;歓では、 1860年代までは、 f火輪車jが主lこ訳語として使われ、その上「火
輪車j と f火車j が!司川崎文献で:'{;J1二用されるケースも少ない。ということであれ
ば、「火輪車jと f火司王jとは男Ijの語である可能性は機めて{尽く、「火事jが単
;こ f火輪車jの省i格形として使われていたと見てよかろう。⑬の F申報』を境
に 1870年代後手以降、⑬の用例を除き、 f火輪車jと f火車jは併用されてい
(35) 
ることが多くなってきた。各AffUの注記にポした実際のm伊i数を見ればより明
確になるが、「火輪車!の使用頻度が依くなり、 f火取j の使用頻度が高くなる。
次に訳語を英準・事英辞典から刊行JI]買に 1810年代からゆ世紀末まで
拾って見る。すると 1840 年代までの主嬰辞典、民iJち~A Di ctLonary of 
Chinese Language ~ (H. MOJγ1son (そりソン〕、 ]815~ 1822 年)、 ~Chinese
and ish Dict ionary ~ (1'. H. Medhurst (メドハース円、 1842'"-' 4，3年)、
韻府!路 i培~ (S.W.lVilli21ms [ウィリアムズ〕、 1844 年)、 ~EngUsh and 
ChineS8 Di ction21r:d (メド、ハー スト、 1847~ 48 年)、『英事分i議撮要~ (ウィ
リアムズ、 1856年)には、訳語は見出し諾としても、その関連語ーとしても
切載っていなし '0 最初に訳語が載ったのは、ロプシャイトの 1869 年干IJ の ~9~
繋辞典Jであり、それ以降の辞典も{井せて、訳語をJ友粋すると次のようになるつ
① f英華字典~ (W.Lobscheid (ロプシャイト〕、 1869年)
steam c21rriage集車刷、火輪車
② F漠英学長iJ (1コプシャイト、 1871年) r車jの項火輪車ara i I car 
火車alocomoti ve 
③ (George Carteγ Stent 1871句三)
f火j の項火輪車 T3ilwaytrain or locomo七iveJ
~英華事林韻j向:~ r第二巻詩集集J(Doolittle、1872年) locomotive 
火輪車
③ f字典集成~ (虞1)其H君、 1875年) r本文Jrailway餓路、火司王路
「雑学撮要(中箆諾分類器禁集)・東類j火車
@~華英字典子葉集~ (諦違車F編 1875年、
Locomotive :3 s七e21mengine on wheels A輪火車
1897年)
各火車
CV~英華字葉.~ (梁述之、 1878年) ra 11w21Y火革路、餓軌路
③『華英字典集成~ (虞1)其照 1887年) r本文JRa i lro21d， R21i lway鍛路
火車路 「雑学撮要j 火車 T r21in or R21ilw21Y c21rri21ge 
③ ~A Chinese-English Diction21ry~ (Herbert A.GiJes、1892年)
1892年版 f火j の項火車 21ste21m engin8.a tr21in 
⑬『字典葉選集成~ (Wong Su K1ng [黄少礎〕、 1895年) r字典Jr21iJw21y 
餓路 火車路「英語撮要(英語分類語葉集)・ 48 車類j火熔車Tr2111 01 
Eailw21Y c21rri21ge 頂快火車Expresstr21in載客火車Passenger崎 train載
貨火車 Freighttrain 
@~新増英華字典~ (F. Kingsell (腐鏡女1]) 、『英華字典~ (担プシャイ
(36) 
ト) ):l丹十iI1版、 1899<{1三)rai1road，railway火革路鍛軌路餓路
steam-carriage瓶司王、火輪車
以上のように、訳語として辞典に初めて載ったのは① (1869年)の f火輪車j、
であるが、② (1871年)には f火取j が登場し、⑤ (1875年)から⑬
(1.895 ;'~I三)までは、訳語がほぼ f火で、ある。これを見ると訳語が、 1870
代をi究に「火輪車j から f火司王j へ移っていることを示し、その傾向は既に行
ったÆ例調査に基づいたち!~u寺の訳語の使用実態と合致する。ただ⑪ (1899年)
の静典は;、 steam-carγiageの訳語を「火輪車j としているが、⑪は①の増訂
版で、あり、。の諾畿をそのまま受け継いでいるからであろうっ
以!.~の検証の結果、次の事:がわかった。遅くとも 1838 11三には、訳語 f火輪車j
とそのi格誌で、ある f火司王jが誕生し、この二諾が併用されることもあったが、
1870 年代までは f火輪車jが主に使われ、それ以降Jま「火輪車jの頻度はどん
どん下がっていき f火車Jが主に使われるようになった。 1890年代の半ば以降、
。に見えるように日本製訳語 i-汽車j が祭場するが、その詳細は次節で述べるつ
( 3 ) 日本製訳語司王Jの流入
日清戦争後、 9:~[主iの知識人は従来関心を示さなかった日本、特に臼本の思覚
ましい改革に関心を持ち始めたっその傾向は変法運動以後強まり、十九世紀の
初顔H本潔学ブームとなってピークを迎える Q そして、当時四本に来ていた留
ら政治・経済に至る多岐に〕まる翻訳活動や、日本に亡命 cl~
. ~新民て叢報J による啓蒙宣伝活動は中国本土の知識人
彼らの言論・翻訳には岡本製近代訳語が大量;こ用いら
れていたので、その結果二十世紀初頭それらが中国に流入したと言われるつ鴻
説話Jこも、日本製訳語司王j が次の用伊jにポされるように、中国語の文献に
をJ
?
①間j喬一千八百三十年、英国工程家有司弟粉孫者意r創盗室。J(司弟粉孫は
スチーブンソンの意) (播松訳討議路紀要』第二章 1894年、『江南製造局
②(光緒十四年八月)初八 1= (1898年 9)~ 23日]?集車己関、人心柏、定。
午刻(J1 1寺.，"-， 13 U寺)モ発生観察@禅、矢口j来有為巴子初1m(9月 191ヨ)遠揚、
無従文獲η 〔初四は 9月 191ヨ、遠揚は高飛びするの意J(~[翠間報j] 1898 
年 9月 24日)
③(光緒二十四年)九月辛亥朔(1898年 10丹 15i幻 I青。携春出者g、午、
到馬家歩、登盗室、黄昏安IJ1Jきわき。乗肩輿、登議船。(~察元培全集』第十五巻、
(37) 
第 189賀、断江教育出版社、 1998年、 1901年iこ11:討し ゅ06年にも l例ある)
@叶弟粉孫父子二入所造盗亙一能掌議、技能速行、毎 ω 錦、能者客 I~[ 十
(樟l諮雅〔フライヤー〕訳『英国i総務総考J、1899年、WiI
さ)(光絡;…I'~ 八年γ 二月)六 H (1902年3F3 15 I日1育 長。楼盗主。 1勾
(W忘 IJJJ曜日記~ J二、第 483真、 上海事出版社、他にゆ02年 3例、 1903
2例、 1906年 61YU、1907年4例、 1908年 5例ある、全部で 21例ある)
@光緒二，..九年一;月十七!ヨ (1903tj三3J] 15 1ヨ)午前七時余、盗主新橋勝校。
家人之外、間関入、日本人送行者数1-. (銭単七J~ W突如旅行記J巻L[1904 
年初J，第 23貰、湖南人j支出版社、 1981t:j三)
(光事者三十年)五月三!ヨ (1904&q三 6)~ 1613)七時、甑車行、乗之人奈波
(奈波患はナポリJ(康有為 wr攻)+1j- '~-'I認瀞記(寸 (1905 年ur意大手IJrJ/:F記j
第 13頁、湖南人民出版社、 1980年、地に 7例ある)
ここに挙げた用例l土、②の WI諸問報』は新間記事のmf:持、(③@@⑦は皆n本
{こ関心が高かったり、 1]本に食んだりしたことがある人々 (!O) の日記、旅行記
の用例である。①③は鉄道に関する実用舎の翻訳の用ザIJで、ある令②のように新
i琵;こも日 は>f.t話きするが、探し得た )~J 伊jが{菜か一つであること
が示すように、この訳語の使用範1mは広くないの特に 1900年代半ば以降「汽
が iAutomobjle(自本語の自動車;こ、当たる)Jの訳語となる(jnと、〈汽
の訳語としては中国誌の文献から見えなくなる。 日本製訳詰車j はイl執り
な{実用にとどまったと考えられる。
以上のようにパ汽車〉の中認における
中国語訳語と通行している
穫を検討し、初期近代訳語形成に、
¥その大裂をボした合
のJCである 7火輪の誕や過
えた点を明らかにしたいn
3 訳語 f火輪車Jの誕生過程一訳語形成への方言の影響
の元となる訳語 f火輪車j はどのようにして生まれたか。その誕生
の過稼の分析を通じ、この過稜に筆者は既に指摘した、 )J言が強く影響してい
る点を検証したい。この立は、従来研究者にさほど注告されていなかったので、
以下の分析は意味のあるものと考えるつ
さて、訳語を生み出した人々は、l'liJち西洋人の宣教師たちである。彼らは
英語を母語とするか、または英語に精通しており、当然、(汽車)の英語名が、
刻、 rlocomot i veJ、で、その仕組みについても熟知し
(38) 
ていたはずであり、それを f火輪車(J と訳すのは大変不自然であるつ 1~3 本の訳
る「蒸気車jのように訳す方が自然で、あるの可 1I寺中i請で IsteamJは f気、
水蒸J(モ l)ソンの辞典)と訳されていたから f気車j、r7J(蒸車j と訳すのが
!な然であろうの筆者が{火輪車j の誕生過程にこだわるのはこの不自然さが引
っかかるからであるのこの不自然さは他の訳語 f火蒸車j 、 í)d~車j にも通じ
るのなぜ訳語に f火iの字を付けたのかっ
そのj郎氏iは同じく近代を代表する交通手段であり、同じ仕組みで、遂行する
boat、stearnship (fJ本語では汽船に九たるの以下、この意味で使う
場合は(汽船)と表記する)Jの訳語「火輪船j の存在と大いに関係があると
考えるの isteam bo抗、 stearnshipJが火力を動力とし、友布外報iをi渇して進
む船というイメージで訳語「火輸出むができたので、あれば、!司じ火力で走行す
る司王の訳語が「火輪車j となるのは、自然である。では、なぜ〈汽船〉が f火
輪船j と訳されたのかのそれは、 i)d論船j ができる以前に、宣教師たちが活
動する広東に〈汽非合〉を拐す i)(f，Jjむという諾があったからだと考えられる。
この詩は 1820{平に編纂された『海録』に既に見える。川
共闘1+.1，入多用率盤、船内外倶用輪組i、中援火盆、火l遊沖輪、輪特機水、
無煩入力、!官i船行 1~1 徴。。実関はアメジカ合衆国、輸軸は、外輪J (潟承鈎
段 f海録第75算、指務印書館、 1938年)
開討議~ I士、蕃舶(部洋高{i)に乗り、貿易に従事していた広東入謝清高がそ
の見聞を口述し、間接ISの七人揚新潟が筆録したもので、世界事情に関する審物
であるゥ t二記の f火船;は、 f船内外イ具j習輪車Il、中震火盆、火盛沖輪、輪縛援
7j(J とあることから、 f火訟;が fstearnengineJであり、蒸気で走る istearn
shilりであることは間違いないっ謝清高が悶洋船に載っていたのは、議承鈎の
に拠れば、乾!場開十七年(]782年)から!司六十年 (1795)年であるつ
汽船による世界初の実用航行が、 1807{~三のアルトンによるハドソン) 1の遡行
であり、本格的外洋での批界初の航海が 1819年のサヴァナ号の大西洋横断(14)
であるつ従って、彼が西洋船に乗っていた時期に汽J船を自にすることはあり得
ないのまた、汽船が広東fG海に最初に現れたのは 1830年、珠江デルタであり、
広東の港に最初に来港したのは 1835 年、広州、!港で、ある (l~) から、 1820 年まで
に彼の往む襖jヨIJに汽船は来ていないのただし、 18世紀末から、アメリカ船は
ケープタウン経由で、襖問、広州、!と往来しており、広州、港に入港する米患船籍
の線数は、英i主i船籍の船に'(j;くぎ¥毎年平均 17隻程 (1810~ 1820年)であっ
たの(I(il以 j<'の状況を総合すれば、樹、清高がiコ述した「火船j の情報源は、謝自身
(39) 
の経!検ではなく、謝が流;寓していた襖iヨlJ で、アメリカ i~合からもたらされた情報
が船乗り 指人などを続出して謝の耳に入ったもの、Jj!jJち伝Ij~J で、はなかっ
Tこ?三ろうかも
f 火船j の誌は、『海録~ (1820年)に記録されているのだから、遅くとも
1820年ヒ廷には襖PIJの晶表])の海運、貿易関係者間で使われていたことは確実で
ある。その後汽船が 1830年代以後度々来港するに及び、リりi{むがの
方言として定着したと考えてよい。その託拠として、『東RfI洋考毎月統記伝J
炊気船 C r}iJ: 買は;;j~ンベイ)J (道光焚己(1833J年 1・月、広，1+1) の注に
「炊気船、或日水蒸船、俗称火船者是也。 J とあり、この河 11寺「火f~合j が i誌にI広
州、!の{谷諾=jj舎として存夜したことを示しているの f)djれは現代でも
関南誌で、〈汽持{主〉を表す方言として使われている。(わ英語方言大間典、』
、19991三)
次;こ rsteam ship、steamboatJの訳語の形成過程を検証すると、初期宣教
師たちは原語に即して!宇部誌に訳した。モリソンはrsteamboatJを意味にl'Wし、
の訳語 f水蒸jを使い、試訳として、 fsteambuat mめT be called水
蒸船j と自らの辞典(モリリン前揚辞典第六JTIi-)に載せている。また、
F東西洋考毎月続記伝~襲用炊気j部むには訳語 rJj'(蒸船j と共 iこ f炊気船;
という訳語が撃場するむ f炊気j は、モリソンの辞典(第六flH-)に絞る
の訳語であ η、この f炊気船j も原認の意味にft!1Jした訳語である。ところが、
この二種類の訳語は定着することなく消えてしまった。その後、訳詩 f火翰船j
が誕生する。その諾の成立時期の詳細は不明で、あるが、遅くとも 1838年の
;こは、 f火輪車jと共に笠場する。 f火輪船jと f火輪車j の
として生まれたかは、現在確定はできないのただ!や!詩人がそ
の航行を既;こ自にしていた f火輪船j のjゴが訳語-として先に設場がするのが !~1
然であろう。この r:kqfni船j は、既に存在していた方言 f火船j の強し 1影響の
下iこ、当時の(汽船〉が外輪船であった形態的特徴を加味してできたものと、
筆者は推定するつでは、 j京語にふさわしい訳語をや一度は生み出した宣教師たち
がなぜ方言の影響を受けたのか。筆者は主に二つ理由があると考えるのまず、
宣教師たちの雑誌・著書・訳書の読者j奮は、少なくとも南京条約締結前後、宣
教師らの居住活動していた広州周辺、多少拡大してもせいぜい広東省の人々に
限られていたで、あろう。彼らは土j烹:に関わりなく、言語生活に方言が浸透して
いたので、訳語である方言 f)diむを無視して訳詩を作るわけにはいかなかっ
たのだろう。更に来襲宣教師が審物を中国語で著す!擦にアシスタントがいたと
(40) 
思われるo(l'/)彼らも多くは広東人であろうから、'宣教I5rliも彼ら広東人が自然に
想起される常用的な誌を採用したので、あろう。
以仕のように訳語 i火1戦船j は広東方言 f火船j の強し 1影響の Fに生まれた
と考えられるのその詳細は明らかでないが、 f)く輪車jはこの f火輪船Jを参
考に作られたと考えるのが自然で、あろう ο 〈汽車〉は f火輪船j と!司じ仕組み
で、弱jき、外見上もi司傑にに司王I輸がついているので、「火輪車j と命名され
たに違いなかろう。
4 むすび
本稿では、以 1'.のように、中間で〈汽司王〉の訳語が生まれ、変遷し定着する
故びに今1]通行する訳語 r)(の元となる f火輪車j が誕生の過程で、
けたであろうことを考察した。筆者は、その結果来諺宣教
15iPの作った初期近代訳語を検討する場合、
きではないかと考えるつ
1ても柱意されるべ
(] )その成果は単行本のうち、主要なものに限って刊行JlI真に並べただけでも、以下の
ごとくある。
森鴎健J品fHî箸『近代語の成立話誌編改訂版~ (明治 i~1徒、 1991 年)、沈 i語威著『近
代 ~l q:1説経交流史，n(性1司会焼、 1994年)、荒J'1青秀著『近代iヨ中学術用語の形成と
伝播~ (白者社、 1997年)、沈!語!技編著 WW六合選談Jの学:際的研究j](自帝社、 1999
年)、むt!溶液 f植学J井家と横物学の語縫~ (関西大学出版部、 2000年)、 i凍力衛著『和
製謀議の形成とその慰問(汲告書続、 2001年)、内部慶liヲ著 f近代における東西言
語文化接触の研究~ (割問大学出版部、 2001年)、内田慶市、沈j実i!或縞著?近代啓蒙
の込掛;…?智環持蒙3 研究~ (1謂拘大学出版部、 2002年)、松諮章、内部慶市、沈i習
威編著 f認識珍の1îjf 7E~ (関語大学出版部、 2004年)
(2) <fi: I坊のi訳訴については、学問宇1)i鉄路火輪車名前約伝入jCif!iコ間早期的鉄路経営J
第二章第‘節、中央研究段、 1976年)を参照したが、併せて、 1830年代以降の来襲
宣教師が著した雑誌・地理書・時史舎を、東洋文庫、開立公文書館、宮城県図書館
等で実物をはじめ、影印本、それらの輯供番、ヨ三錫践、王錫初編 W/J、jp在斎輿地叢紗J
再補編を見て調査した。
(3) 沈 i謁j成『近代 1:3中語誌交流史J 第 1l~1 章第一節 134 頁与
(4)調査対象とする英華・翠英辞典!土、飛!耳、宮田il氏編纂 f十九世紀の英諺・器英
辞典1'3銭{翻訳語研究資料としてj (W近代誌の併究』第6集、!明治者:段、 1997年)
によって、主要な官話系辞典を選び、東洋文/l}i所j蔵本を調査した。
(5)其不通間道者、 fllJm本控室o 11~~:ì塞貨物..点鐘可行二三十型c (林則徐編訳 WI沼 V~j忘』
[1841年J(]~錫級、王錫柄引、ff蛮斎輿地議紗~ fi}補編十二験所Js()oW海i冨l:gl忘j](道
(41) 
光二 i二三日制3]伴、六十巻本)巻第之!一九 f小向洋 'jJi手IJlf主総説 FI第 Aン1，Ji築
基起に引用 P
(6) 事:教Ilòíが著した地環器、 11登史書の flj行 i時期は、熊)-:]之『間学東~Wí '-j， II}~ 7íHi会~ (L 
海人民出版社、 1994年)の f表 5 1ftWI iI~)1寺教伝教 J:1:¥H1X: rjとi文i持flJ1]録 (1811'" 
1842) J、f表 7 伝教七千}1五十HH:l版中文J手FIJ~呆 (18.13 ~ J 860) J、rJ担当 lJ 伝教li申告:
苦手j皮1::11板iや文書子IJ録 (1843'"1860) Jに拠るの
(7)日記の場台、関じ i引こfiT)交m19'IJがあっても]例とし、井物のjお‘合、!詩じj変紘に{可
j支持3例があっても 1例とする。
(8)ロプシャイトは 18621f来日した折、堀達之助の『英和対訳珍ネ1辞書Jl(初版)を
購入し、『英華字典J の編纂の資料として使った。(那須牧之、第 ~IJ"J近代 1:1 1 1潟語研
究会レジュメ(J996年 12J-:J 15 1:-] J 等)しかし『英和怠l ，i)~珍争IlJ辞丹J に{土、
のみが殺り、「汽車j はない。この f気管j は、 J~] プシャイトが rSt08Jll] の訳語
;こ慕づいて fsteamc(lrriagr Jを独自に訳したもので、 ELiI斗も沢訴 rrt司王jとは無
縁のものと怠われるつ
(9)荒川71寺秀 f岡本1英語の中間諾への流入J (W 日本話学~ 1998年 5月号)、熊月之『内
学東持i与i政情j第 17輩 f，J堅守:従東方泌来J"
(10)ミvの作者孫宝埼も東文 (1:1本語)を学び、 iヨ 多く読んだ今 c
j裏目記~)舎の作者察元培{士、戊戊変法以降から 20 IJ:紀初頭までn本の改革に関心
を持ち、東文を学び、中国語訳の日本の文献を多く読んだ。 CW葉元新令，集J第 15巻)
岳の作者銭挙士:思;土、たの外交官銭絢の日本駐車に伴い、 iヨ13;で生活をした、 (W突
如旅行記J解説)舎の作者康有為は、 j文j主変法運動の立役者で、 i潟市維新ー をそデ/レ
とした改革案 7日本変政考j を作り、 1文成政変後、日本にしばらく亡命し
(11)内部愛市 F近代における東持者詩文化接触の研究』第 224fl{の「臨務i明書館?英
華辞典j 語薬対n震表{こよれば、 fautomobjleJの訳語として、 1907年flの f踊務
:こ F汽司王j が載っている。
(12)子海銭jの該当部分{土、員二時鑑 fW:東関洋考毎月統記伝』影印本導(ニ教ポを:f{'}.た手
(13)嬬承鈎防長録j主 rI芋 j 第 2 賞、巻下第 76 貰(街務I~n 書館、 19 :i 8 年)
(14)黒部英雄 F散界海遊史 改訂版J1r世界海道史年表(成jJ常丹市、 1979{f) 
(15) W広州、i港史(近代部分uc海洋出般社、 1985年)第三章第狩i第出資。
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